
令和７年度 ともの家 事業報告 

―はじめにー 

生活介護事業に、清水特別支援学校を卒業した 18 歳の仲間を迎え、1 年がスタートしました。彼

の不安や困りごとをどう受け止め信頼関係を築くか、職員の学びが大きかったと振り返ります。退所

した仲間もいましたので、総人数に変化はないのですが、50 歳を超える仲間の高齢化と、障害の重

度化や退行により、個別で対応する仲間が増えています。日中通所することが本人にとって果たして

正解なのか、疑問に思うことが増えました。意思決定、表出が難しい仲間たちにどう寄り添うべきか、

パターナリズムに陥らぬよう、あくまでも本人さんを真ん中に支援の方向性を決めることに留意し

ました。 

世話人が不足し、4月に休止したグループホームの再開は断念しました。労働者不足は、福祉介護

業界に限らず、加速していますので、先の見通しは暗いと考えます。民間の営利企業の新規事業所開

所は現在でも続いており、仲間の尊厳が守られないような支援が横行しています。 

障害者総合支援法の下、いまだに馴染まない「サービス提供事業所」として、地域のみなさまとの

つながり、想いを同じくする事業所との連携や、情報交換、情報発信は、計画通り行いました。安定

経営の上に成り立つ、仲間たちの安心安全な暮らしを念頭に置き、来期も引き続き、事業運営を行っ

ていきます。 

 

１．理念の浸透と継承 

 理念に則り、仲間たちが精いっぱい、そしてたくましく豊かに生きるための土台となる意思

決定を支援してきました。「職員の価値観や良かれと思って」を押し付けることなく、職員同士

の視野を広げ、視座を高め、他者の意見を柔軟に受けとめる癖をつけてきました。 

 

 ２． 理念達成のために実践すること  

   ・内部研修の実施は計画通り行いました 

   ・イベント開催、映画会、また仲間たちと外に出ていく活動を多く行いました。 

・グループホームの移転は断念しました。北脇のグループホームの隣接地の購入は叶いません

でした。 

・自然災害に対する高い意識は継続できたと思います。計画通りの訓練の実施と、他事業と連

携し、防災に関する研修を開催しました。 

・虐待防止に関しては、内部研修として職員が講師になり行いました。受講報告書では、虐待

という意識がない事案について、慣れることの恐ろしさと、パターナリズムに陥らないよう、

日々学び直しが必要という意見がありました。 

・ヒヤリハットの位置づけを変更したことで、日々の些細なことが大きな事故に繋がることを

再認識しました。 

・ハラスメントに関しては、毎月、法人危機管理委員会へ報告しています。今年度も、事象は

ありませんでした。 

 


